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抗 DNA ポリメラーゼκ / Pol K 抗体、マウスモノクローナル(# 13) 

70-073   50 µg 

保存: 4℃または-20℃で発送、-20℃で保存。-20℃以下で凍結しないこと。 

免疫原: C 末端(BioAcademia10-105)の His6-タグを有する組換えヒト DNA ポリメラーゼ Kappa (1-560aa)  

形状: 1.0mg/ml, PBS-, 50%グリセロール、フィルターで滅菌。 

精製: IgG、プロテイン A でアフィニティー精製した 

アイソタイプ: マウス IgG1κ 

反応性：ヒト、マウス、ラットの DNA ポリメラーゼκ 

用途 

1. ウエスタンブロット法(1μg/mL) 

2. 免疫沈降(1～5 µg/mL) 

3. ELISA 

背景:UmuC/DinB ヌクレオチジルトランスフェラーゼスーパーファミリーのメンバーである哺乳類 DNA ポリメラーゼ

κ は、自然突然変異誘発に関与している(1)。ヒト DNA ポリメラーゼ κ は損傷を受けていない DNA 鎖をコピー

し、平均 1 塩基置換および欠失エラー率はそれぞれ 7 x 10PP

-3 および 2 x 10PP

-3 であった。これらの誤り率は、他の

ほとんどの DNA ポリメラーゼの誤り率(2)と比較すると高い。DNA ポリメラーゼ κ は、ある種の DNA 損傷の変

異性バイパスにおいて重要な役割を果たしている(3,4)。DNA ポリメラーゼ κ の発現は、精巣では他の組織より

もはるかに高く、選択的スプライシングによる短い転写産物が主要な形態である（3）。 

 

データリンク: UniProKB Q9UBT6 (Link)(POLK_HUMAN) 

関連製品: 

10-105 (Link) DNA polymerase kappa (human) 

 

 

図１ ヒト精巣組織溶解物のウエスタンブロット 

10 µg のヒト精巣組織溶解物(221 HT-401、フナコシ)を SDS-PAGE (10%ゲル)上で泳動した。 

抗 DNA ポリメラーゼ κ 抗体を 1 µg/ml 使用した。 

二次抗体(ヤギ抗マウス IgG 抗体、HRP 結合型、ab205719)を 1/5000 希釈で用いた。 

上側のバンドは 99kDa のフルサイズの産物に相当し、約 50kDa に相当する主バンドは精巣特異

的オルタナティブスプライシングの産物である可能性が高い 
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図 3 組換え DNA ポリメラーゼ κ のウエスタンブロット(BioAcademia 10-105) 

1 µg の組換えヒト DNA ポリメラーゼκ(65 kda)を SDS-PAGE (10%ゲル)上で泳動した。 

抗 DNA ポリメラーゼ κ 抗体を 1μg/ml 使用した。 

二次抗体(ヤギ抗皮膚 IgG 抗体、HRP 結合型、ab205719)を 1/5000 希釈で用いた。 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 組換え DNA ポリメラーゼ κ (BioAcademia10-105) の免疫沈降 

10 µg の組換え DNA ポリメラーゼκを 10µg の抗 DNA ポリメラーゼ κ 抗体で免疫沈降

させ、沈降物を抗 DNA ポリメラーゼκ抗体で免疫ブロットした。 

レーン 1:組換え DNA ポリメラーゼκ 

レーン 2:モック 

 

 

 

図 2 DNA ポリメラーゼ κ のウエスタンブロット、マウスおよびラットの卵巣 

10 µg のマウス (lane 1) 、ラット (lane 2) の卵巣粗抽出液を10% SDS-PAGE

で泳動。 

抗 DNA ポリメラーゼ抗体を 1 µg/ml の濃度で使用。  

二次抗体として HRP コンジュゲート  ヤギ抗マウス IgG (ab205719) を

1/5,000 希釈で用いた。 
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図 ５ モノクローナル抗体を用いた間接 ELISA 法によるポリメラ

ーゼ κ タンパク質の滴定 

示された量の組換え DNA ポリメラーゼ κ を ELISA プレートのウ

ェル上にコーティングした。1% BSA でブロック後、2 µg/ml のモノ

クローナル抗体を各ウェルに添加した。HRP‐結合ヤギ抗マウス

IgG (100 µl, x10,000 希薄化)を加えた。基質として TMBZ を用い

た。450nm で測定した吸光度(OD)。 
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